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特
集
②

仮
想
発
電
所
技
術
で
避
難
所
の
発

電
シ
ス
テ
ム
を
効
率
化

　
市
で
は
、
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、

指
定
避
難
所
で
あ
る
小
・
中
学
校
等
、

市
内
１
９
６
カ
所
に
防
災
対
応
型
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
太
陽
光
発
電
と

蓄
電
池
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。
発
電

し
た
電
気
は
災
害
に
備
え
て
必
要
分
を

蓄
電
し
、
残
り
は
施
設
内
で
利
用
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
時
間
帯
に
よ
っ
て

は
余
剰
電
力
が
発
生
。
各
避
難
所
で
シ

ス
テ
ム
を
個
別
に
監
視
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
４
月
か
ら
東
北
電
力
㈱

と
連
携
し
、
最
新
技
術
で
あ
る
仮
想
発

電
所
技
術
を
活
用
し
た
実
証
試
験
を
開

始
。
３
年
間
で
効
果
を
検
証
し
ま
す
。

　
仮
想
発
電
所
技
術
と
は
、
各
施
設
の

蓄
電
池
等
を
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
つ
な
ぎ
、
一
括
制
御
す
る
こ
と
で
、

ま
る
で
一
つ
の
発
電
所
の
よ
う
に
機
能

さ
せ
る
技
術
。
蓄
電
池
の
蓄
電
量
を
き

め
細
か
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
避
難
所
で
必
要
と
な
る
分
を

確
保
し
つ
つ
、
施
設
で
電
力
を
有
効
利

用
し
ま
す
。
ま
た
、
夏
場
な
ど
、
社
会

全
体
で
電
気
が
不
足
す
る
と
き
は
、
蓄

電
池
か
ら
電
気
を
送
配
電
網
に
送
り
、

電
気
の
安
定
供
給
に
貢
献
。
災
害
等
が

予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
普
段
よ
り
多
く

の
電
気
を
た
め
て
避
難
所
開
設
に
備
え

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
防
災
面
・
環

境
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
図
参
照
）。

藻
類
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

実
用
化
に
向
け
た
研
究

　
藻そ

う
類る

い
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、

藻も

な
ど
が
作
り
出
す
オ
イ
ル
等
か
ら
得

ら
れ
る
次
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
。

市
で
は
、
実
用
化
に
向
け
た
研
究
を
東

北
大
学
・
筑
波
大
学
・
み
や
ぎ
生
活
協

最
新
技
術
で
進
め
る

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
律
型
ま
ち
づ
く
り

　
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
、
非
常
時
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
や
、
特

定
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
過
度
に
依
存
し
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
民
間
事
業
者
や
大
学
等
と
連
携
し
た
２
つ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　今回の仮想発電所の
プロジェクトの特徴は、
防災対応型太陽光発電
システムが、より災害
に強く、環境にもやさ
しく運用できるように
なるということです。
　例えば、情報通信ネ
ットワークで常に監視

することにより、故障や不具合を直ちに
発見し、修理することができます。また、
劣化が進む満充電を避け、最適な充電量
を保つことで蓄電池の長寿命化が可能と
なります。　
　東日本大震災の停電後に電気が灯

とも
った

ときの歓喜の声は、今も忘れられません。
どんなときでも電気を安定的にお届けす
るため、防災力の向上はもちろん、環境
にも配慮した電力供給を目指し、仙台市
とともに取り組んでまいります。

災害に強く、環境にやさしい
電力供給を目指します

東北電力㈱
企画部 ・副長

瀬戸　寿
としゆき

之さん

こ
の
特
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

防
災
環
境
都
市
・
震
災
復
興
室
☎ 

214
・

８
０
５
７
、
FAX 

214
・
８
４
９
７

同
組
合
・
㈱
ヤ
ン
マ
ー
・
パ
ナ
ッ
ク
㈱

と
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
南
蒲
生
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
下
水
を
活

用
し
て
藻
類
を
培
養
し
、
最
新
の
技
術

で
オ
イ
ル
等
を
抽
出
。
今
後
、
発
電
用

エ
ン
ジ
ン
の
燃
料
や
、
農
業
資
材
へ
の

活
用
等
を
目
指
し
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
を
見
据
え
て

　
市
で
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
を
目
指

し
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
開
発

を
推
進
し
て
い
ま
す
。防
災
環
境
都
市・

仙
台
の
実
現
に
向
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
の
防
災
性
を
高
め
、
環
境
配
慮
の
視

点
を
取
り
入
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
律
型

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（電力送配電網）

仙台市の防災対応型
太陽光発電システム

東北電力の仮想発電所技術

電気の流れ

集中監視と一括制御

太陽光発電

蓄電池蓄電池

蓄電池をコントロール

小・中学校など（指定避難所）
情報の
送受信

　
●災害に備え蓄電量をコントロール
●故障や不具合の早期発見

●太陽光発電の余剰電力を有効利用
●社会全体で電気が不足した際に、
　電気の安定供給に貢献
●蓄電池の長寿命化

環境面のメリット

防災面のメリット


